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ABSTRACT: Study on control cable system for functional upper-extremity prostheses has been offering since the 

last 50 years. There has been a great discussion about functional upper-extremity prostheses in Japan. However, 

expert of prosthesis and orthosis cast doubts in how it will be used in the field of medical and vocational 

rehabilitation.   

 The purpose of this study was to investigate the current status and problems of functional upper-extremity 

prostheses. CiNii, Medical Online, and Ichushi Web were searched for key words upper-limb prostheses and 

functional upper-extremity, publications on the subject on and after August 8, 2013. In total, 109 articles were 

reviewed and analyzed.  

 It should be noted that numerous articles were found on functional in using pulley unit and comfort in using the 

adjustable axilla loop. However, we found that a dearth of information is available on design and lightweight of 

functional upper-extremity prostheses. In consequence, the rests from this review indicates that further study is 

necessary to functional upper-extremity prostheses. 
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要旨：能動義手のコントロールケーブルシステムが開発されてから 50 年が経過する．能動義手については長年にわたり

議論されてきたが，多くの専門家は能動義手の使用状況には疑問を持っている．そこで本稿では，能動義手に関する調

査，開発，研究等の進捗状況を先行研究からとらえ，その能動義手の現状と今後の課題について検討した．検討の手続

きは，まず 1960 年から 2012 年までの間に公表されている論文を，メディカルオンライン，医学中央雑誌，CiNii から，

キーワード「義手」，「能動」で検索した（検索日は 2013 年 8 月 8 日）．その手続きによって抽出された 131 論文のうち，

タイトル及び本論から能動義手に関係しないと判断した 22 論文を除き 109 論文を選出した．その結果注目されるべき

は，能動義手におけるプーリーユニットの開発などに代表される機能性，調節式ハーネスなどに代表される装着感につ

いての研究は行われているが，外観性，軽量性についての研究はほとんど行われていないことが明らかとなった．これ

らの点について能動義手のさらなる研究が必要である． 

 

キーワード：能動義手， レビュー， 切断 
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はじめに 

能動義手の構造は，断端を包み込む筒状のソケ

ット，上腕及び前腕部に相当する幹部，肘関節及

び手関節に相当する肘継手及び手継手，手部に相

当する手先具，そしてそれらの部品を操作するこ

とに必要なハーネスとケーブルで構成されてい

る（図 1）．実際の能動義手の操作は，肩甲帯に装

着したハーネスが切断者の肩甲帯の動きを捉え，

ケーブルを介して肘関節や手先具に伝達される

仕組みになっており（図 2），この原理はすでに

1844 年に「バリーフー・ペーターセンの原理」

として報告されている 1)．その後，日本において

は飛躍的に材料の進歩や部品の改良，バイオメカ

ニクスによる分析技術の向上により，能動義手は

上肢切断者の日常生活や仕事を行うこと，また余

暇を楽しむこと等に使用されるようになってき

たのである． 

現在，能動義手のコントロールケーブルシステ

ムが開発されて 50 年が経過しようとしている．

そこで本稿では，これまでの能動義手に関する調

査，開発，研究等を先行研究からとらえ，能動義

手の現状と課題を明らかにし今後の対策につい

て検討する． 

 

①socket  ②forearm section, arm section   

③elbow unit  ④terminal device  ⑤cable    

⑥harness 

Figure 1  functional upper-extremity prosthesis 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 2  Fitting of functional upper-extremity 

prostheses with figure-of-eight harness   

 

方法 

調査の方法は，1960 年から 2012 年までの間に

公表されている論文を対象とした．検索方法は， 

CiNii，メディカルオンライン，医学中央雑誌を

WEB からキーワード「義手」，「能動」で検索し

た．検索日は 2013 年 8 月 8 日であった．その結

果 131 論文が抽出され，その中からタイトル及び

本論から能動義手に関係しないと判断した 22 論

文を除く 109 論文を選出した．次にその 109 論文

を，「領域別」，「年代別」，「研究法別」に分類し

た．領域別では，論文の内容やキーワードから「解

説」，「疫学調査」，「開発・工夫」，「臨床応用」，「症

例報告」，「その他」に分類した．「年代別」は 1960

年代，1970 年代，1980 年代，1980 年代，1990

年代，2000 年代，2010 年代に分類した．研究法

別は領域別で分類した「解説」，「その他」を合わ

せて「総説」とし，「実態調査」と「臨床研究」

を合わせて「量的研究」とし，「開発」，「症例報

告」を合わせて「質的研究」とした．量的研究と

は調査や実験のデータを数量化した研究方法で

あり，質的研究とは人の行動，感情，思考などを

観察・記録し解釈する研究方法である． 
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結果 

「総説」では，能動義手は，切断者の ADL，仕

事そして余暇を楽しむことに有用であるばかり

でなく，筋電義手の適応を見極める上でも重要で

あることが報告され，近年においては，製作され

た義手全体から見た能動義手の処方割合は少な

いが，能動義手の処方件数は増加傾向にあること

が述べられている． 

「量的研究」では，能動義手のケーブルコント

ロールシステムについて「プーリーユニット式」

が報告され，従来のリフトレバー式の問題点を解

決する画期的な開発がもたらされ，ケーブルコン

トロールシステムのケーブルの張力や耐久性に

ついて基礎研究が行われ臨床研究を通して実用

化に至ったことが報告されている．また臨床研究

では手先具のフックとハンドについてのそれぞ

れの特徴を明らかにする研究，筋電と能動義手の

比較，また切断者自身の能動義手が身体に与える

影響等について報告されている． 

「質的研究」では，ADL の向上を目的に，能動

義手の適応が困難とされてきた高位切断者に対

してケーブルや継手に対する工夫が試みられて

いる．また能動義手と筋電義手とを組み合わせた

ハイブリッド上腕義手の新たな試み，多肢切断者

に対する検討が報告されている． 

以上の研究を研究法別、年代別に分類してみる

と，研究法別では量的研究論文より質的研究論文

の方が多数であった（図３）．その年代別結果を

領域別と重ねてみると 1980 年代から 2000 年代

に研究論文が集中している（表）．以上の結果に

ついて，領域別分類を中心に年代別，研究法別結

果を踏まえて検討する． 

 

 

Figure 3    categorization of research method 

 

Table 1  categorization of research themes and year 

 

 

考察 

―解説― 

近年，筋電義手の研究が積極的に進められるよ

うになってきた．しかし大西 2)は「能動義手が普

及しないのは対象者にとってコントロールケー

ブルシステム操作のむずかしさという構造的な

問題があるが，研究者側にはそうした課題を取り

除く研究が義足に比べ極端に少ない」と指摘する．

能動義手について十分な結論が得られないまま

新たな義手である筋電義手の開発に手掛けても

根付く環境がないと，能動義手をあきらめる前に

知っておくべきことを述べている．さらに陳 3,4)

は，「上肢切断者を診る機会のある施設では，ま

ず能動義手を提供すべきである」と述べている．

その上で「義手適性の評価を行い，切断者のニー

ズに考慮した上で最終的な義手処方を判断すべ

きであり，こうした一連のリハビリテーションが

根付かない限り上肢切断者のリハビリテーショ

ンは一歩も先に進めないのではないか」と指摘し

ている．また山内 5)は，「筋電義手の実用化が進め

られてもいっそう実用的な能動義手の進歩・普及

が阻害されてはならない」と能動義手の必要性を

報告している．吉村 6)も，「最近の話題はもっぱら

筋電義手であり，学会発表や掲載論文における能

動義手の報告は非常に少ない」と述べ，能動義手

の問題点を指摘しながら，それでも「能動義手を

実用的に使用する対象者がいるのも事実である」

と指摘し，今後の能動義手に対する継続したリハ

ビリテーションの必要性を述べている．能動義手

に対するリハビリテーションについては，この 50

年余りの間に能動義手の装着訓練 7,8)，チェックア

ウト 9)，評価・訓練 10)といったリハビリテーショ

ンプログラムはすでに出来上がっていることが

報告されている． 
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このように義手に対する研究は，能動義手から

筋電義手へ移行しようとしている現状にあるも

のの能動義手は，切断者の ADL，仕事そして余暇

を楽しむことに有用であるばかりでなく，筋電義

手の適応を見極める上でも重要である．つまり能

動義手は筋電義手の登場とは無関係に今後も切

断者のリハビリテーションプログラムに必要と

されていることが示唆される．課題は，義足に比

べ論文数が少ないことである．1960 年から 2012

年までの 50 年余りの間に 109 論文であるので，

単純計算では年間約 2 論文に過ぎない．今後は，

義手に関するエビデンスを向上させるために特

に量的研究の増加が期待される． 

 

―疫学調査― 

中島 11)は 1986 年の製作された義手の総数

3,456本と 1996年に製作された義手の総数 4,417

本について，義手の実態調査を行っている．その

調査によれば，型式では 1986 年には装飾義手が

3,030 本(87.7%)，作業義手が 183 本(5.4%)，能動

義手が 242本(7.0%)，筋電義手が 1本(0%)であり，

10 年後の 1996 年には，装飾義手が 3,831 本

(86.7%)，作業義手が 180 本(4.1%)，能動義手が

398 本(9.1%)，筋電義手が 8 本(0%)であった．こ

のような型式については，装飾用義手が大部分を

占め，能動義手はわずかに増加しているという結

果が報告されている．中でも，能動フックは「不

恰好である」「不気味である」「女性には適さない」

といったような固定観念がいまだに専門職の間

に根強く残っていると指摘している．能動義手の

処方が少ないのは医療者側の義手に対する誤っ

た捉え方があることも影響していると考えられ

る．その他，中島は 1991 年 12)及び 1989 年 13)に

義手の交付状況についても言及している． 

また，川村 14)は，近畿地区の上肢切断者 1,103

人中の有効回答を得た427人に対して郵送アンケ

ート調査を実施している．それによると，型式で

は装飾義手が 334 人(80%)，作業義手が 46 人

(11%)，能動義手が 86 人(21%)，筋電義手が 6 人

(1%)であり，処方される義手の大部分が装飾用義

手であること，能動義手については，最近の 10

年間に限ってみると処方の割合が増加している

と指摘している．さらに「能動義手は積極的な処

方や啓発活動によって使用率は高くなる可能性

がある」と報告している．同時に川村は，切断者

から見た義手への希望を調査しており，その結果，

「軽量であること」，「外観が良いこと」，「手入れ

がしやすいこと」，「機能性が高いこと」，「汗をか

いても蒸れないこと」等が報告されている． 

小林 15)も同様に能動義手について 1973 年から

1994 年までの 22 年間，神奈川リハビリテーショ

ン病院で処方された116例における調査を行って

いる．それによれば能動義手を製作した約半数が

退院後 6 年経過した後も能動義手を使用し，使用

範囲は食事，整容，更衣などの日常生活及び自動

車運転，家事，仕事などの生活関連動作に及ぶこ

とを報告している．その中で能動義手に関する満

足感についても調査しており，外観性，機能性，

装着感については切断部位が高くなるにしたが

って満足感は低下する傾向にあることを報告し

ている．このほか事業所などで行われている義手

に関する処方，製作に関する調査も個別に行われ

ており，多数存在する 16-24)．また能動義手の処方

に影響を及ぼす要因分析，効果判定に関する調査

報告もある 25,26)． 

以上のことから，製作された義手全体から見た

能動義手の処方割合は少ないが，能動義手の処方

件数は増加傾向にあることが伺えるが，切断者か

らみた能動義手へのニーズとして，外観性，機能

性，装着感，軽量化等の課題も明らかになってい

る．また能動義手の普及を妨げている要因として

医療者側が，義手に対する誤った捉え方をしてい

ることが明らかとなり，今後，切断のリハビリテ

ーションに関わる専門家の卒前・卒後の教育が重

要であると考えられる．また疫学調査は 2000 年

代以降は少なく最近の動向は不明であり，定期的

な疫学調査の実施が期待される． 

 

―開発― 

この分野に関する調査では，コントロールケー

ブルに関しては，「能動義手のパーツ及びコント

ロールケーブルシステムのハウジングとケーブ

ルの持つ特性を解析し，Voluntary opening hand， 

Voluntary closing hand に使用しているバネ機構

がハウジングとケーブルの間の摩擦を増加させ，

義手のコントロール効率の低下に影響している」

という報告がある 27-30)．北山 31,32)は肘継手にプー

リーユニットを用い，従来のリフトレバー式と比

較して，肘の屈曲角度の増加に伴うケーブルの引

き幅が少ないことを特徴とした新たな骨格構造
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型の能動義手を開発し，この義手の特徴は機能性

と外観性の両方が期待できると報告している．そ

の他，小児の能動義手の開発に関し，少ない力で

ケーブルをけん引できるよう工夫した報告等が

ある 33, 34)．さらに，継手に関しては，能動肘継手

の機構と操作性の関係の研究 35)や肘のロック機

構について，回旋機能を持たせる開発を行い，回

旋機能を持たせることによって身体に対する手

先の位置（身体に近く）を調節しやすくなる報告

がある 36)．また，ハーネスに関しては，ハーネス

の腋窩ループが身体に与える圧迫感を軽減する

目的で調節式腋窩ループを開発し，必要に応じて

腋窩ループを緩めることによって圧迫感を低下

させることが可能になった報告がある 37-39)．その

他，前腕切断者に対し，ハーネスをせず肘関節の

運動を力源とした前腕能動義手制御システムを

開発し 40-42)，従来の肩関節による手先具の方向づ

けが容易になることや少ない筋活動量で手先具

の操作が可能になることを検証した報告がある．

また両上腕切断に対して，ハーネスの前方支持バ

ンドと懸垂バンドを切り離し，回旋・懸垂補助バ

ンドによって肩関節の可動域を制限しない工夫

等も報告されている 43)． 

このほか，亀井 44)は，「能動上腕義手は操作が

簡単で，軽量，低下価格が求められる」として新

たに能動義手を試作し，その義手について

Radocy45)が開発過程を報告している． 

以上の調査結果から，能動義手のケーブルコン

トロールシステムについては，プーリーユニット

式が開発され，従来のリフトレバー式の問題点を

解決する画期的な開発がもたらされたことが示

唆されている．継手に関しては一軸性だけでなく

屈曲伸展機能に回旋機能を加えた肘継手が開発

されており，また，ハーネスに関しては，8 の字

ハーネスの腋窩ループにかかる圧迫感を軽減し

操作性，装着感を改善する研究や，ハーネスを用

いない能動義手などが報告されている．しかしこ

の領域における研究課題としては，能動義手の外

観性，軽量性に関する研究報告がきわめて少ない

ことがあげられよう． 

 

―臨床応用― 

 コントロールケーブルについては標準規格を

定めるための引っ張り試験と耐久性試験が行わ

れており，ケーブルにかかる力の伝達効率を高め

るとともに耐久性を高める研究が必要であるこ

とが報告されている 46)．またコントロールケーブ

ルシステムの軌道を曲率および曲げ角を変化さ

せた状態での実験があり 47)，力の損失はケーブル

の曲げ角に依存していることが報告されている． 

また，義手の材料について，朝倉 48,49)は，国内

外の能動義手の手先具のフックについて機械的

性質の分析を行い，「材質的には外国製品と劣ら

ない金属部品の開発・改良が可能である」ことを

報告している．さらに手先具については，北山 50)

による手先具の耐久試験が実施されている．その

他，大塚 51-55)は，能動義肢ハンドの開発に先立ち，

市販品の能動ハンドの力学的検討，動作解析を行

い，その結果，「ハンドは細かい運動に不適応で

あること，ハンドの母指の外転は橈側と掌側に必

要である」ことを確認し，母指が斜め方向に開く

随意開き閉じ式ハンドの存在を，また，塚本 56)

は「能動ハンドはフックに比べ外観に優れるが，

機能的にはフックに劣ることに対する不満があ

り，切断者のあきらめが先に立つと使われなくな

る」ことが報告されている．さらに八幡 57)は，能

動フックと能動ハンドの比較を検証し，能動ハン

ドは①作業内容が 15mm 程度の対象物に適して

いる，②体幹及び上肢の筋力が強い者に適してい

る，③外観を重視する，④手先具の強度を必要と

しないことに特徴があること等を報告している．

この他にも，手先具の問題点を指摘する報告 58,59)

や，能動ハンドを工夫する報告がある 60,61)． 

一方，切断者の身体能力について妹尾 62-64)は，

義手非装着側の腋窩の痛みと身体疲労の要因を

検討するため上腕能動義手の手先具操作時の筋

活動量と酸素摂取量及び自覚的身体疲労度を検

証している．その結果，切断者の身体疲労は，切

断側肩関節周囲筋の筋力低下の影響が示唆され，

義手非装着側の腋窩の痛みは前鋸筋と大胸筋の

作用によるハーネスの圧迫が要因であることを

報告している．また，能動義手と筋電義手の動作

の比較では，筋電義手には能動義手にみられる不

自然な姿勢や動作，肩こりや疲労といった問題点

を改善できるとした報告があり 65)．同様の研究と

して，片側前腕切断における筋電義手と能動義手

の作業能力の差を検証した報告や，能動義手の習

熟度の研究 66)，両手を用いた ADL を能動義手と

筋電義手において比較検討した調査結果等の報

告がある 67)． 
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以上のことから，臨床応用領域においては，①

ケーブルコントロールシステムのケーブルの張

力や耐久性について基礎研究が行われ，臨床応用

を通して実用化に至ったこと，②手先具のフック

とハンドについてのそれぞれの特徴を明らかに

する研究，③筋電と能動義手の比較検討，④切断

者自身の能動義手が身体に与える影響等につい

て報告されている．また，この研究領域における

課題としては，能動義手の部品に対する検証や切

断者の身体機能への影響を述べる研究はみられ

るが，能動義手が切断者の姿勢や ADL に及ぼす

影響といった定量的な研究が少ないことである． 

 

―症例報告― 

この領域においては，「肩甲胸郭間切断用能動

義手に対して，コントロールケーブルシステムの

内にテコを用いた能動義手を開発し，手先具の開

大率の増加をもたらし机上両手動作が実用的に

なった」との報告や 68)，同様に肩甲胸郭間切断に

プーリーユニット式を導入して日常生活が可能

になった症例等の報告がある 69,70)．また，フォー

クォーター切断に対しケーブルのたるみを極力

少なくした肘プーリーユニットを工夫し，実用性

について日常生活レベルにおける有効性を検討

している症例報告がある 71,72)．継手については，

①断端が短い不良断端の前腕切断者に対する能

動義手を操作する力源不足を筋電義手に変更し

た事例，②作業義手の手先具を工夫した事例，③

断端駆動ロック継手を導入した事例等が報告さ

れている 73-76)．また，中村 77)は，肩離断用能動義

手の肩継手に肘ブロック継手を用い，手継手に屈

曲式手継手と迅速交換式を用いることによって

肩継手の固定と手先具の位置決めの自由度が拡

大し ADL が容易になった症例を報告している．

大庭 78)は，両側上腕切断者に対して，前腕幹部の

湾曲，屈曲用手継手，クロスバックを取り付ける

などの工夫を行いADLの向上が図られた症例や，

能動上腕義手の肘継手を電動式に改良し，実用化

に向けた手掛かりを得た症例を報告している
79-82)． 

症例報告では一側切断報告はほとんどなく多

肢切断及び重複障害例がその多くを占めていた

ことと，両上肢切断に対する義手や自助具を考慮

した ADL の自立に関する症例報告があった 83-87)．

また，下肢を含む場合では，三肢切断者 88,89)四肢

切断者 90)-95)について義手や義足を用いたADL 自

立に向けた試みが，四肢切断者については義肢を

用いないADLの指導の症例報告があった．他方，

重複障害に関して山下 96)らは，右前腕切断に左片

麻痺と高次脳機能障害を合併した一例に対する

リハビリテーションを実施し，義手によって食事，

歯磨きの動作の自立だけでなく書字動作の獲得

など ADL の向上につながった症例が報告されて

いる．このほかにも多肢切断者のリハビリテーシ

ョンの実践，ADL 訓練を紹介する症例報告があっ

た 97,98)． 

訓練効果に関する検討では，塚本 99,100)は，「義

手の感覚訓練は切断者による特殊な代償訓練で

はなく通常の日常に我々が行っている行為の応

用であり，幻肢の活用は義肢の訓練に有用であ

る」と報告している．また，諸冨 101)は，右上下

肢切断に左片麻痺を合併した症例の歩行機能獲

得について 4 か月間の訓練を行い，後方介助にて

歩行が可能になった経過を報告している．福井ら

は 102)，能動義手の 8 字ハーネスに，プラスティ

ックバックルによる調節式腋窩ループを右上腕

切断者に応用し，いったん健側による ADL が自

立した後でも，義手の装着時間を増やすことがで

き義手を装着した ADL が再獲得できた症例を報

告している． 

以上のことから症例報告では，ADL の向上を目

的に，①能動義手の適応が困難とされてきた高位

切断者に対してケーブルや継手に対する工夫の

試みや，②能動義手と筋電義手とを組み合わせた

ハイブリッド上腕義手の新たな試み，③多肢切断

者に対する検討等が報告されている．このほか

ADL の自立，復職に向けた事例が報告 103-105)され

ている． 

症例報告の特徴としては，1990 年代と 2000 年

代に偏りなく報告されている．また，この領域に

おいて質的研究が多数であるのは，この間に実態

調査や臨床研究と比較して、積極的に症例報告が

行われていたことが影響していたと考えられた．

一方，課題としては，多くの症例報告が調査時の

横断的研究であり，今後症例の追跡調査が実施さ

れることが期待される． 
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―その他― 

 模擬能動義手が作業療法の学生教育において

有効であることが報告されている 106-110)．例えば，

作業療法学科の学生に対して模擬前腕義手を製

作し，学内の実習において義手の適合判定，義手

の操作体験を行い卒前教育に有用であることを

報告したものがある． 

 

今後の課題 

以上のようにレビューを通して明らかとなっ

た能動義手の現状と課題に対して，海外の報告を

踏まえ今後の対策を検討しまとめとする． 

第一は，切断者から見た能動義手へのニーズと

して，外観性，機能性，装着感，軽量化などに課

題が指摘されている．これに対してプーリーユニ

ット方式の開発による機能性の向上，ハーネスの

改良による義手の装着感の改善についての報告

はあるが，外観性および軽量性についてはほとん

ど研究報告がみられなかった．この点について

Atkins111)は，短期的に解決が期待されるのは，耐

久性のあるケーブル，装着感の良いハーネス，コ

スメティックグローブの改良であり，長期的課題

は手関節の動きが困難であること，及び外観性と

操作性の改善であると述べている．この指摘から

も，国内外を通じて能動義手に対する外観性や軽

量性は解決困難な課題であることが伺える．筆者

らは，現在の殻構造の能動義手では解決困難な課

題と推察し，既存の骨格構造型で軽量性，外観の

良い能動義手を製作すること，及び新たな部品・

材料の開発による研究が必要であると考えた． 

第二は，海外の報告では追跡調査報告があるが
112,113)，国内では調査時の実態を報告するものが

多数であり追跡調査は少数であり，疫学的調査に

ついても 2000 年以降には実施されていない．こ

れらの課題の背景には，もとより能動義手は処方

される件数が少ないこと，能動義手を扱う医療機

関や義肢製作所が限られている点があると推察

されるが，能動義手に対するユーザーのニーズ等

を把握する上においても，今後，追跡調査，疫学

調査の実施が期待される． 

第三は，能動義手の分析について，国内より海

外の方が詳細に述べられていた．基本的には切断

者の義手に対する関心があることが重要である

が 114)，能動義手の課題は装着すると暑い，服が

擦れる，ケーブルの摩耗，外観が良くない，ハー

ネスの装着感が悪いなどの指摘がある 115,116)一方，

手先具に関して Biddiss117)らは能動ハンドかフッ

クかによって能動義手の受け入れが異なると指

摘している．一般的に手先具は能動ハンドの方が

受け入れが悪い．その理由は、能動ハンドは動き

が遅く扱いにくい，手入れがしにくい，メンテナ

ンスが困難，重量が重い，出力が不十分で操作に

エネルギーを要する等である．それに対して，フ

ックは機能的で丈夫であり，軽量で操作が容易で

あると指摘されている 118,119)．今後，国内におい

ても，こうした詳細な分析が必要であり，その上

でユーザーである切断者に対して能動義手の適

応について判断すべきであると考えられる． 

 

おわりに 

以上の研究結果から，能動義手は，今後，いっ

そう軽量で外観性の良いものが求められており，

製作者，研究者等は，この課題に正面から答える

必要がある．このことは能動義手のユーザーを増

加させることにつながり，上肢切断者の自宅復帰，

職業復帰，そして余暇を楽しむこと等に活用され

ると思われる． 

また冒頭において、最近では新たな義手である

筋電義手の開発が進められ，上肢切断者に対する

義手の研究は能動義手から筋電義手へ移行しつ

つあることを述べた．しかし本稿において、能動

義手は能動義手そのものを必要としている切断

者だけでなく、あらゆる上肢切断者の義手の適性

を評価するためにも用いられており，筋電義手登

場の有無に関わらず切断者のリハビリテーショ

ンプログラムに必要とされていることが示唆さ

れた． 

また能動義手については、医療者側のマイナス

イメージが普及を妨げていることの指摘がある．

これについては切断者のリハビリテーションに

対する卒前及び卒後教育の内容改善をいっそう

進めなければならないと考えられた． 
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